
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党の 
街頭演説会を行います 
ぜひご参加ください 
 
６月 30日(木)14時から 
豊田市駅東側にて 

弁士は 

すやま初美参院選愛知予定候補 

山下よしき党副委員長(写真) 

 

 

 

 

 

 

 

 

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る

根
本
的
な
治
療
法
は
、
新
自
由
主

義
を
終
わ
ら
せ
て
「
冷
た
く
弱
い

経
済
」
か
ら
「
や
さ
し
く
強
い
経

済
」
に
大
転
換
さ
せ
る
こ
と
で
す
。 

 

新
自
由
主
義
は
、
「
強
い
経
済
」

の
た
め
と
、
財
界
・
大
企
業
の
目

先
の
利
益
拡
大
を
最
優
先
に
す
る

政
治
を
す
す
め
ま
し
た
が
、
そ
の

結
果
、
賃
金
が
上
が
ら
ず
、
貧
困

と
格
差
が
拡
大
し
、
富
裕
層
の
資

産
や
大
企
業
の
内
部
留
保
だ
け
が

増
え
る
ゆ
が
ん
だ
経
済
に
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
「
経
済
成
長
」
も

止
ま
り
、
「
競
争
力
」
も
失
い
、

「
冷
た
く
弱
い
経
済
」
に
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。 

国
民
に
「
や
さ
し
い
経
済
」
に

し
て
こ
そ
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
で

「
強
い
経
済
」
に
な
り
ま
す
。
日

本
共
産
党
は
、
「
や
さ
し
く
強
い

経
済
」
に
す
る
た
め
に
、
次
の
５

つ
の
提
案
を
行
い
ま
す
。 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

日
本
共
産
党
が
８
日
に
発
表
し

た
参
院
選
政
策
「
平
和
で
も
、
暮

ら
し
で
も
、
希
望
が
も
て
る
日
本

に
」
の
う
ち
、
経
済
政
策
の
み
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。（
全
文
は
党
中

央
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

 

弱
肉
強
食
の
新
自
由
主
義
を
転
換

し
て
「
や
さ
し
く
強
い
経
済
」
に 

日
本
共
産
党
の
５
つ
の
提
案 

 

物
価
高
騰
に
無
為
無
策
の
政
治

を
続
け
て
い
い
の
か
…
…
４
月
の

消
費
者
物
価
は
２
・
５
％
の
上
昇

で
、
水
光
熱
費
や
食
料
品
な
ど
の

生
活
必
需
品
は
４
・
８
％
と
さ
ら

に
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。
企
業

物
価
指
数
は
、
過
去
４
１
年
で
最

高
の
前
年
比
１
０
・
０
％
も
上
昇

し
、
中
小
企
業
、
個
人
事
業
主
の

経
営
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
こ
の

コ
ス
ト
増
が
価
格
に
転
嫁
さ
れ
れ

ば
、
い
っ
そ
う
の
値
上
げ
が
家
計

を
直
撃
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
岸
田

自
公
政
権
は
、
物
価
高
騰
の
も
と
、

小
手
先
の
対
応
に
終
始
し
、
無
為

無
策
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

  

政
治
を
続
け
て
い
い
の
か
は
、
国
政

の
大
問
題
で
す
。 

 

物
価
高
騰
を
も
た
ら
し
た
「
異
次

元
の
金
融
緩
和
」
の
抜
本
的
見
直
し

が
必
要
で
す
…
…
現
在
の
物
価
高

騰
の
原
因
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
」
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
や
欧
州
各
国

が
金
融
緩
和
を
見
直
す
な
か
で
、
日

本
だ
け
が
、
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
で

始
め
た
「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」
を

続
け
て
い
る
こ
と
が
、
異
常
円
安
を

も
た
ら
し
、
物
価
上
昇
に
拍
車
を
か

け
て
い
ま
す
。 

―
―
「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」
を

抜
本
的
に
見
直
し
、
日
銀
が
「
国
民

生
活
の
安
定
」
と
い
う
本
来
の
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

求
め
ま
す
。 

 

新
自
由
主
義
が
苦
し
い
生
活
の

根
本
に
あ
り
ま
す
…
…
な
ぜ
物
価

高
騰
で
暮
ら
し
が
こ
う
も
苦
し
い

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
賃
金
が

上
が
ら
ず
、
年
金
が
貧
し
く
、
教
育

費
が
高
す
ぎ
る
か
ら
で
す
。
消
費
税

の
連
続
増
税
で
家
計
と
景
気
を
傷

め
つ
け
て
き
た
か
ら
で
す
。
弱
肉
強

食
の
新
自
由
主
義
を
進
め
て
き
た

こ
と
が
、
国
民
の
生
活
が
苦
し
い
根

本
に
あ
り
ま
す
。 

 

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
新
自
由
主

義
に
し
が
み
つ
く
岸
田
政
権
…
…

岸
田
首
相
は
、
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

も
新
自
由
主
義
も
「
間
違
い
だ
っ

た
」
と
認
め
ま
せ
ん
。
６
月
７
日
に

閣
議
決
定
し
た
「
新
し
い
資
本
主
義

実
行
計
画
」
で
は
、
当
初
か
か
げ
た

「
分
配
重
視
」
は
消
え
、
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
の
３
本
の
矢
（
大
胆
な
金

融
政
策
、
機
動
的
な
財
政
政
策
、
民

間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
）
を

「
堅
持
」
す
る
こ
と
を
明
記
し
ま
し

た
。
「
所
得
倍
増
」
は
「
資
産
所
得

倍
増
」
に
す
り
替
わ
り
、
「
貯
蓄
か

ら
投
資
へ
」
と
い
う
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
の
株
価
つ
り
上
げ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
復
活
し
ま
し
た
。
賃
金
も
上
が

ら
ず
に
貯
蓄
や
投
資
に
回
す
お
金

が
な
い
庶
民
に
は
無
縁
で
あ
り
、
大

資
産
家
だ
け
が
富
を
増
や
す
矛
盾

が
さ
ら
に
激
化
し
ま
す
。
「
新
し
い

資
本
主
義
」
と
か
「
新
自
由
主
義
の

弊
害
を
乗
り
越
え
る
」
な
ど
は
口
先

だ
け
で
、
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
新

自
由
主
義
に
し
が
み
つ
く
姿
勢
が

露
骨
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 国

民
に
「
や
さ
し
い
経
済
」
こ
そ
、

本
当
に
「
強
い
経
済
」
に
な
り
ま
す 

①
消
費
税
を
５
％
に
緊
急
減
税
―

―
暮
ら
し
と
営
業
を
さ
さ
え
る
政

治
に 

②
政
治
の
責
任
で
「
賃
金
が
上
が

る
国
」
に
―
―
大
企
業
の
内
部
留

保
を
賃
上
げ
に
、
中
小
企
業
支
援

と
セ
ッ
ト
で
最
低
賃
金
を
時
給
１

５
０
０
円
に 

③
年
金
削
減
の
中
止
、
給
食
費
無

償
化
―
―
経
済
力
に
ふ
さ
わ
し
く

社
会
保
障
と
教
育
を
拡
充
し
ま
す 

④
気
候
危
機
の
打
開
―
―
原
発
即

時
ゼ
ロ
、
石
炭
火
力
か
ら
の
計
画

的
撤
退
、
純
国
産
の
再
エ
ネ
の
大

量
普
及
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の

向
上
を 

⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
つ
ら
ぬ
き
ま
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日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

 

旭
高
原
自
然
活
用
村
（
旭
高
原
元
気

村
）の
バ
ン
ガ
ロ
ー
エ
リ
ア
の
再
整
備 

◇
理
由 

同
施
設
周
辺
が
令
和

４
年
度
以
降
の
世
界
ラ
リ
ー
選
手
権

開
催
会
場
の
一
部
に
な
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
施
設
の
魅
力
向
上

と
活
性
化
に
向
け
て
、
老
朽
化
し
た

バ
ン
ガ
ロ
ー
エ
リ
ア
の
再
整
備
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
近
年
高
ま
る
ア
ウ

ト
ド
ア
需
要
に
応
え
る
た
め
、
施
設

の
冬
季
利
用
を
可
能
に
す
る
。 

◇
宿
泊
施
設
の
更
新 

                  

 

６
月
議
会
で
は
議
案
、
令
和
４
年

一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容
が
審
議

さ
れ
ま
す
。（
一
部
を
掲
載
） 

【
補
正
予
算
の
一
部
】 

 

・
予
算
額
‥
５
４
５
万
円 

・
内
容
‥
参
合
館
長
寿
命
化
等
改
修 

事
業
に
関
わ
る
設
計
費 

（
給
排
水
設
備
、
非
常
用
放
送
、

非
常
用
発
電
機
、
空
調
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
等
の
更
新
） 

   

・
予
算
額
‥
８
億
円
（
当
初
予
算 

５
億+

補
正
で
３
億
円
） 

・
目
的
‥
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
の 

物
価
高
騰
等
を
踏
ま
え
、
エ
ネ
ル
ギ 

ー
コ
ス
ト
増
に
苦
し
む
事
業
者
の
エ 

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
。 

コ
ス
ト
削
減
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト 

ラ
ル
実
現
の
加
速
化
を
図
る
。 

・
対
象
‥
市
内
に
事
業
所
を
有
し
、 

製
造
業
に
属
す
る
事
業
を
営
む
中
小 

事
業
者
等
。 

・
対
象
経
費
‥
（
例
）
太
陽
光
パ
ネ 

ル
の
設
備
費
及
び
工
事
費
、
充
電
器
、 

蓄
電
池
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト 

・
補
助
率
‥
対
象
経
費
の
２
分
の
１ 

・
上
限
額 

３
０
０
０
万
円 

 

明
治
用
水
頭
首
工
の
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
漏
水
当
時
の
６
月
１

日
、
こ
の
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
、 

日
本
共
産
党
市
委
員
会
が
、
要
請
を

行
い
ま
し
た
。（
左
文
参
照
） 

 

豊
田
市
長 

太
田
稔
彦
様 

 
 
 
 
 

２
０
２
２
年
６
月
１
日 

 
 
 
 
 

明
治
用
水
頭
首
工
の
大
規
模

漏
水
に
つ
い
て
の
要
請 

日
頃
よ
り
、
市
民
生
活
と
地
域
農

業
振
興
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

明
治
用
水
頭
首
工
の
大
規
模
漏

水
に
つ
い
て
、
用
水
を
利
用
す
る
農

家
か
ら
「
漏
水
直
後
は
、
情
報
が
わ

数 面積 単位 利用料金
大 ４基 ４８㎡ ６，０００円
中 5基 ３５㎡ ５，０００円

８基 20㎡ 1基１泊 ３，０００円

キャンプデッキ 1基１泊

テントベース

施設
利用料金の設定

 

事業費 約９０００万円 

    バンガロー取り壊し、キャンプデッキ整備、管

理道修繕、支障木伐採等 

か
ら
ず
、
い
つ
水
が
来
る
の
か
不
安

だ
っ
た
。
」「
こ
れ
か
ら
、
安
定
し
て

水
が
届
く
の
か
。
」「
稲
が
し
っ
か
り

育
つ
か
わ
か
ら
な
い
。」
な
ど
不
安
の

声
が
届
い
て
い
ま
す
。
育
苗
な
ど
時

間
を
か
け
て
育
て
て
き
た
作
物
へ
の

多
大
な
損
失
は
、
農
家
お
よ
び
農
業

の
持
続
に
影
響
を
与
え
か
ね
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
、
以
下
、
対
策
に
つ
い

て
要
請
し
ま
す
。 

 

記 

一
、
農
業
用
水
の
安
定
的
な
供
給
が

で
き
る
よ
う
、
国
と
連
携
し
て
、

市
の
対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ

い
。 

一
、
対
策
の
状
況
に
つ
い
て
、
関
係

す
る
農
家
に
情
報
を
迅
速
に
提

供
し
て
く
だ
さ
い
。 

一
、
作
物
の
損
失
に
対
し
て
、
規
模

の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
国
の
補

償
に
市
の
支
援
を
上
乗
せ
し

て
、
十
分
な
補
償
を
お
こ
な
っ

て
く
だ
さ
い
。 

一
、
今
回
の
漏
水
に
つ
い
て
、
原
因

の
究
明
と
再
発
防
止
の
た
め
の

抜
本
的
な
対
策
を
行
う
よ
う
、

国
お
よ
び
県
に
要
請
し
て
く
だ

さ
い
。 

以
上 

 

 

時間にご注意を 


